	施設長
	
	担当者

	
	
	


様式Ⅱ－４    　　食育の実態把握・計画・実施・評価（例）　
　　　                         　　　  　　　　　施設名 　  　　　　　　　　　　　　　　　
	項　　　目
	内　　　　　容

	食育の長期的目標
	＊単発の目標ではなく、長期に設定する目標を記入する

	食育の具体的目標
	＊年間計画との一貫性をもたせながら事業の具体的目標を記入する

	アセスメント
	目 　 的
	＊アセスメントをする上での目的を記載する。

（好き嫌いを知る。手洗い状況を知る。etc）

	
	対 象 者（年齢・人数）
	＊現状を把握しようとする対象の年令、人数を記入

	
	方　  法
	＊アンケートや食事中の観察、保育士の話等方法を記入する

	
	内  　容
	＊アンケートや観察する項目、意見聴取内容を記入

	
	結  　果
（食育内容・教材選定理由）
	＊アセスメントの結果と食育で取り組む内容、教材の選定理由を記入

	実 　　　　　  施
	対 象 者（年齢・人数）
	＊対象とするクラスや年令・人数を記入

	
	企 画 者
	＊企画者を記入

	
	食育実施者
	＊事業実施者を記入

	
	食育場面
	＊保育室、園庭、調理実習室等の場所と時間帯を記入

	
	開始時期
	＊年月日

	
	食育実施期間・実施回数


	＊実施期間とその間の実施回数

	
	食育方法及び教材


	＊調理実習・会食、野菜の栽培、エプロンシアター、紙芝居、食事時の声かけ等
　食育方法と使用する教材を記入

	
	食育内容 環境づくり
	＊食育の内容と子どもが集中できるような環境づくりへの配慮事項を記入

	評 　　　　　　　 価
	評価の段階
	評価対象者

（だれを）
	評価方法・内容及び結果

（何を）・（どの様に）

	
	企画評価
	＊主に
企画者
	＊アセスメント項目への評価を記入

	
	プロセス

評  価
	＊企画者・    実施者・対象者など
	＊実施項目への評価を記入

（子どもの身体状況、食行動認識レベルにあっているかetc）

	
	結果評価
	＊主に対象者

	＊対象者の行動変容など実施後の効果評価を計画する

（行動の変容、子ども自身に気づき、子ども間のやりとり、関心の持続や広がり等）

	今後

の方
向性
	＊ アセスメント、実施、評価に対する感想や次回への改善案や希望等を記入する。



＊記入上の注意
本表は、食育実践の概要を記載し、事業のプロセスをまとめる。
対象が乳幼児の場合、対象本人への事後アンケート等は難しいので、結果評価だけでなく企画やプロセスへの評価を記入する。
記入要領





＊実施に要する時間を記入する
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